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1. 松江市街地内水対策検討会設置の趣旨と目的

橋北（朝酌川等）・橋南（天神川）の治水計画は、国の管理である宍道湖・大
橋川の堤防が整備されることを前提に立案されている。しかし、計画の基礎
となっていた宍道湖・中海淡水化事業が平成14年12月に中止され、農業用
水 確保や計 床高 見直 が必 な る と 急速な宅地化水の確保や計画河床高に見直しが必要になっていること、急速な宅地化に
より内水被害が増加していること等、様々な課題が生じている。これらの問
題は、大橋川改修計画が具体的になるまで保留扱いとされてきた。

しかし、平成18年7月豪雨により松江市街地が昭和47年水害以来3４年ぶり
に浸水したことにより内水対策の重要性が市民に再認識された。また大橋
川改修計画が最終段階にきていることから、市街地を流れる主要な河川の改修計画 最終段階 、市街 を流 要な
管理者である島根県と大橋川改修を行う国、地元の事情に詳しく災害に強
い街づくりを進める松江市の各行政機関が参加し、各種懸案事項の解決を
図り、松江市街地の総合的な流域対策を進めるための検討会を設置する。
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2. これまでの経緯
昭和26年度 旧手貝水門設置

昭和44年度 朝酌川中小河川改修事業に着手

昭和47年7月 豪雨災害（松江市街地のほぼ全域が水没）

昭和51年3月 末次ポンプ場１号機設置（国土交通省）
末次ポンプ場３号機設置（松江市)

昭和55年頃 上追子ポンプ場（現位置に移転）

昭和61年度 北田川水門完成昭和61年度 北田川水門完成

昭和62年度 手貝水門増設（国土交通省）

昭和63年3月 末次ポンプ場２号機設置（島根県）

昭和63年度 ふるさとの川モデル河川指定（松江堀川）昭和63年度 ふるさとの川 デル河川指定（松江堀川）

平成2年7月 ふるさとの川整備事業（北田川）

平成6年3月 朝酌川の全体計画 変更認可

平成8年度 北田川水門の暫定操作要領（案）を策定

平成9年7月 堀川遊覧船 運行開始

平成14年度 旧手貝水門改築（松江農林）

平成14年12月 中海・宍道湖淡水化事業の中止決定

平成16年12月 「大橋川改修の具体的内容」公表（国交省）

平成18年7月 豪雨災害(松江市街地約200ha,家屋1,200戸浸水）

平成21年3月 「斐伊川水系河川整備基本方針」変更（国交省）

平成21年8月 京橋川水門完成

平成21年12月19日 大橋川改修事業着手 鳥取・島根両県合意3



3. 内水対策の現状と課題
橋北地区内水排除ポンプの設置箇所について

北田川水門位置水門位置

【現状】

• Ｈ10～12年度に土地区画整理事業とあわせて用地取得済み
【課題】【課題】

• 松江堀川は宍道湖から浄化用導水を行っており、排水ポンプにより塩水を朝酌川へ
流すことに対して農業者の理解が得られにくい

• 朝酌川の手貝水門から京橋川水門区間は一部を除き無堤の状態であり、排水ポン朝酌川の手貝水門から京橋川水門区間は 部を除き無堤の状態であり、排水ポン
プによる朝酌川水位の上昇に対して理解が得られにくい

• 北田川水門より上流約800mまで暫定改修済みだが、それより上流は用地買収難
航のため改修の見込みが立っていない

⇒ポンプの機能を十分に発揮できない可能性がある

上追子地区

【利点】

• 直接大橋川へ排水するため、塩害問題が発生しない
【課題】

• 必要な用地の確保
4



橋南地区内水対策について

【現状】

• 天神川は本川（宍道湖・大橋川）からの逆流を防止する施設がない
【課題】

• 浸水被害を防止するため呑口部、吐口部に逆流防止水門設置が不可欠
• 上記水門操作のみでは不十分な場合、排水ポンプが必要
• 大橋川右岸に計画されている下水道雨水排水ポンプ場の配置計画との調整が
必要

浸水被害が頻発する黒田地区における浸水対策

【これまでの対策】

• 中川の河川改修事業実施
• 内水排除ポンプ、逆流防止施設の設置と部分的な嵩上げの実施
【現状】【現状】

• 時間雨量10㎜強で低平地の冠水、市道の通行止めが発生
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4. 内水解析条件の検討

①被害の大きな内水

検討対象内水選定基準

① 計画対象内水の選定

①被害の大きな内水
②内水河川流域内での雨量の大きな内水
③外水位が堤内地盤を上回る内水
④内水河川流域での雨量と外水位がいずれも大きい内水
⑤湛水位の大きい内水
⑥湛水時間の長い内水

計画対象内水の選定にあたっては、水文資料の整っている3項目（被害の大きな内水：浸水家屋
数500戸以上、内水河川流域での雨量の大きな内水：165㎜/日以上、外水位が堤内地盤高を上回
る内水：本川ピーク水位T P +1 30m以上）の実績値により評価る内水：本川ピーク水位T.P.+1.30m以上）の実績値により評価
⇒昭和47年7月洪水を計画対象内水として選定

② 許容湛水位の設定
松江市街地の許容湛水位は、内水河川の計画高水位と同程度で、かつ住宅の床上浸水が解消さ
れ、床下浸水が大幅に減少する水位とする。

橋南地区：T.P.+1.40m （天神川HWL=T.P.+1.40m)

橋北地区：T.P.+1.30m （松江堀川HWL=T.P.+1.30m)

③ 内水解析モデルの選定
⇒氾濫水の詳細な挙動が把握できる⇒氾濫水の詳細な挙動が把握できる、
統合型氾濫解析モデル（京都大学防災研究所開発）を採用6



5. 橋北地区 内水対策検討

① 内水解析条件

外水条件

橋北地区 内水対策検討

外水条件

外水位：昭和47年7月豪雨計算水位
（ダム・放水路完成後、大橋川築堤護岸・水門整備後、朝酌川改修前）

対象降雨：昭和47年7月実績降雨対象降雨：昭和47年7月実績降雨

内水条件

内水河川：現況河道

対象降雨：昭和47年7月実績降雨（松江気象台観測値）
下水道：雨水排水施設整備後

許容湛水位：T.P.+1.30m
解析範囲：別図参照

流出計算：等価粗度法

解析モデル：統合型氾濫解析モデル

水 操作 末次 向島 追 京橋 北 水 外水位差 開水門操作：（末次・向島・上追子・京橋川・北田川水門）内外水位差により開閉
（砂子水路・比津川・桜川汐止堰）堰上流水位≧T.P.+0.55m⇒転倒

堰上流水位＜T.P.+0.55m⇒復帰
ポンプ操作：水門閉→運転開始（T P +0 20m以下で停止）ポンプ操作：水門閉→運転開始（T.P.+0.20m以下で停止）
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内水対策検討範囲

：解析範囲

桜川水門

比津川水門
北田川水門

P

P

砂子水門

向島水門 上追子水門

手古川樋門

京橋川水門

上追子ポンプ場
5.4m3/s

末次ポンプ場
9.92m3/s

手貝水門

末次水門

向島水門 上追子水門 手貝水門
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昭和47年7月洪水
（ダム 放水路建設後 大橋川築堤護岸 水門整備後 朝酌川改修前）

② 橋北地区 内水解析結果

（ダム・放水路建設後、大橋川築堤護岸・水門整備後、朝酌川改修前）
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内水位が許容湛水位（T.P.+1.30m）以上となる（床上浸水発生）⇒内水対策を検討9



解析結果（最大浸水深図） 凡例（最大湛水深）

：0.2～0.5m未満の区域（床下浸水）

未満 区域（床上浸水）：0.5～1.0m未満の区域（床上浸水）

：河道

農地

グラウンド

床上浸水被害発生

農地
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昭和47年7月豪雨（ダム・放水路建設後、大橋川築堤護岸・水門整備後、朝酌川改修前、現況ポンプ）



③ 内水排除ポンプ設置箇所選定

桜川堰

北田川案

北田川水門砂子堰

比津川堰

比津川堰下流水位比津川堰上流水位

北田川排水機場
（計画）

P

北田川案

手古川樋門

５号仮堰

京橋川水門

P

末次排水機場
上追子水門

上追子排水機場 京橋川案

手貝水門

手古川樋門

末次水門

向島水門P 上追子水門
(計画)

末次地区案
上追子地区案

橋北地区 内水排除ポンプ位置選定箇所橋北地区 内水排除ポンプ位置選定箇所
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昭和47年7月洪水

解析結果（北田川案）

昭和 年 月洪水
（ダム・放水路建設後、大橋川築堤護岸・水門整備後、朝酌川改修前　北田川P5ｔ新設）
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昭和47年7月洪水

解析結果（上追子地区案）

昭和 年 月洪水
（ダム・放水路建設後、大橋川築堤護岸・水門整備後、朝酌川改修前　上追子P5ｔ追加）
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昭和47年7月洪水

解析結果（末次地区案）

昭和 年 月洪水
（ダム・放水路建設後、大橋川築堤護岸・水門整備後、朝酌川改修前　末次P5ｔ追加）
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解析結果（最大浸水深図） 凡例（最大湛水深）

：0.2～0.5m未満の区域（床下浸水）

未満 区域（床上浸水）：0.5～1.0m未満の区域（床上浸水）

：河道

※床下浸水が解消されない地区
については、別途２次内水対策

農地

、別途 次内水対策
を検討する

農地

床上浸水被害解消
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昭和47年7月豪雨（ダム・放水路建設後、大橋川築堤護岸・水門整備後、朝酌川改修前、現況Ｐ＋上追子Ｐ5m3/s追加）



ポンプ設置箇所選定結果

案

項目
北田川案 京橋川案 上追子地区案 末次地区案

内水排除効果 ○ （○） ○ △内水排除効果 ○ （○）※ ○ △

コスト △ △ ○ ×

地 合意地元合意 △ △ ○ ○

事業の早期実現 × × △ ×

総合評価 × × ○ ×

北田川案・京橋川案については、塩分を含む松江堀川の水を淡水域である朝酌川へ排水すること、

※京橋川案では内水解析を実施していないが、内水排除効果は北田川案と同等であると判断した。

北田川案 京橋川案については、塩分を含む松江堀川の水を淡水域である朝酌川 排水すること、
ポンプ排水により朝酌川水位が現状より上昇することから、その対策（塩分対策・水位上昇対策）
を講じる必要がある上、関係者の理解が得られにくいことから、コスト・地元合意・事業の早期実現
という点で不利である。

末次地区案については 内水排除効果が他案よりも低い上 既設ポンプ場に増設するスペースが末次地区案については、内水排除効果が他案よりも低い上、既設ポンプ場に増設するスペ スが
無く、新たに排水路・水門を整備する必要があるため、コスト・事業の早期実現という点でも不利で
ある。

上追子地区案については、大橋川改修事業により早期に築堤・護岸、水門を整備することで、事業
の早期実現という点でも他案より有利である

16

の早期実現という点でも他案より有利である。

⇒橋北地区内水排除ポンプの設置箇所は、上追子地区案が最適である。



6. 橋南地区 内水対策検討

① 内水解析条件

外水条件

橋南地区 内水対策検討

外水条件

外水位：昭和47年7月豪雨計算水位
（ダム・放水路完成後、大橋川築堤護岸・水門整備後）

対象降雨 ： 昭和47年7月実績降雨対象降雨 ： 昭和47年7月実績降雨

内水条件

内水河川：現況河道

対象降雨：昭和47年7月実績降雨（松江気象台観測値）
下水道：雨水排水施設整備後

許容湛水位：T.P.+1.40m
解析範囲：別図参照

解析モデル：統合型氾濫解析モデル

流出計算：等価粗度法

水 操作 呑 部外水位≧ 水水門操作：呑口部外水位≧T.P.+1.20m→水門閉
吐口部外水位≧T.P.+1.40m→水門閉
※権太夫川水門は常時閉
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内水対策検討範囲

：解析範囲

：大橋川へ直接排水する下水道
（雨水排水）計画区域（雨水排水）計画区域

権太夫川水門(計画)

天神川呑口部水門(計画)

天神川吐口部水門(計画)天神川吐 部水門(計画)
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② 内水解析結果

昭和47年7月洪水（ダム・放水路完成後、大橋川築堤護岸・水門整備後）
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内水位（天神川①）
外水位（宍道湖水位）
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位
（T 150
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水門操作水位 T.P.+1.20m

天神川呑口水門 閉
0.50

1.00水
位
（T 150

200
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雨
量

0.00

0 6 12 18 24 30 36 42 48 54 60 66
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250

300

天神川吐口水門 開水門 開
0.00

0 6 12 18 24 30 36 42 48 54 60 66
時間（hr）

250

300

天神川呑口部（宍道湖側） 天神川吐口部（大橋川側）

T.P.+1.20mで閉

▽天神川水位①

天神川
宍道湖

大橋川・中海

⇒呑口部水門を閉め 外水の流入を防ぐことにより 内水位は許容湛水位(T P +1 40m）に達しない

▽天神川水位①
天神川水位②▽

⇒呑口部水門を閉め、外水の流入を防ぐことにより、内水位は許容湛水位(T.P.+1.40m）に達しない
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昭和47年7月豪雨（ダム・放水路完成後、大橋川築堤護岸・水門整備後）

解析結果（最大浸水深図）

凡例（最大湛水深）

：0.2～0.5m未満の区域（床下浸水）

：0.5～1.0m未満の区域（床上浸水）

：河道

農地
農地・荒地

公園

※床下浸水が解消されない地区については、別途２次内水対策を検討する
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7 今後の予定

【松江市街地治水対策検討委員会【内水対策検討会（行政＋学識経験者）】

7. 今後の予定

•各分野の専門家により松江市街地の治水対策計画
等を検討

【松江市街地治水対策検討委員会
（有識者＋住民代表＋行政）】

第１回検討会 平成20年8月26日

第２回検討会 平成 年 月

【内水対策検討会（行政＋学識経験者）】

•各種課題については、必要に応じて委員以外の専門
家や住民代表の意見を聴取し、検討内容に反映

•治水計画（案）とともに、対策項目の優先順位につい
ても検討

第２回検討会 平成20年11月18日

第３回検討会 平成21年7月1日

ても検討

治水計画（案）策定

内水対策（素案）公表

平成21年7月10日

提 言

第４回検討会 平成21年12月22日

内水対策（案）公表

治水計画（案）策定

総合内水対策計画（河川管理者と地方公共団体等が共同し
策定）

反 映

内水対策（案）公表 て策定）

宍道湖東域〔朝酌川流域〕河川整備計画（県策定）
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8. その他

検討会構成員

T.P.とH.P.
内水と外水内水と外水

自己流氾濫と内水氾濫

22



検討会構成員検討会構成員

国土交通省中国地方整備局出雲河川事務所国土交通省中国地方整備局出雲河川事務所

島根県

土木部河川課 【事務局】

土木部斐伊川・神戸川対策課

土木部都市計 課島根県 土木部都市計画課

土木部下水道推進課

松江県土整備事務所

松江市

政策部大橋川治水事業推進課

産業経済部農林課

建設部下水道工務課建設部下水道工務課

建設部河川課

学識経験者 広島大学大学院工学研究科 河原能久教授

(ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞー ) 京都大学防災研究所 川池健司准教授
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T PとH PT.P.とH.P.
T.P. ：東京湾中等潮位
H.P. ：斐伊川基準点（来原岩樋）高を17.416mとする基準高（T.P.17.345m）H.P. ：斐伊川基準点（来原岩樋）高を17.416mとする基準高（T.P.17.345m）

一般的な表記であるT.P.は、定期的な改測などに伴って数値が変わるため、計画を立
てる際の煩雑さを考慮し、大橋川や宍道湖などで河川の改修を行う際の基準となる高
さはH Pで表している。

T.P.+1.50m（=H.P.+1.605m）

1969年（S44）～ 2000年（H12）～
さはH.P.で表している。

T.P.+1.50m （= H.P.+1.50m）

T.P. 1.50m（ H.P. 1.605m）
T.P.+1.50m（=H.P.+1.571m）

T.
P.

)

H.P. +1.50m H.P. +1.50m

P.
)

H
.P

.)

(T
.P

.)

T P 0 00 （ H P 0 105 ）

1.
50

m
(T

1.
57

1m
(H

.P

1.
60

5m
(H

1.
50

m
(T

.P
.)

1.
50

m
(

T.P. 0.00m （= H.P.+0.105m）
T.P. 0.00m （= H.P.+0.071m）

T.P. 0.00m （= H.P. 0.00m） H.P. 0.00m H.P. 0.00m
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大橋川の水位（外水位）が内水位を上回ると大橋川から水が浸入してくるため

内水と外水
水門を閉めると、市街地側の水量が吐けなくなるので、
だんだんと湛水してきて内水位が上 てきます

洪水時（堤防・水門がある場合）
松江堀川の水が流れなくなるため 松江市街地

大橋川の水位（外水位）が内水位を上回ると大橋川から水が浸入してくるため、
水門を閉めなければなりません。
このとき大橋川の水位を外水位といい、市街地側の水位を内水位といいます。

通常時
松江堀川から宍道湖（大橋川）へ流れる

だんだんと湛水してきて内水位が上ってきます。
H18.7豪雨のように大雨が降った場合、内水位が宅地な
どの高さまで押し寄せてきて、浸水被害を発生させました。

松江堀川の水が流れなくなるため、松江市街地
に水が溜まっていく。
⇒内水による浸水被害発生

松江堀川から宍道湖（大橋川）へ流れる。

松江堀川

宍道湖
大橋川

水門

▽T.P.+1.30m

松江堀川
宍道湖

▽T.P.+1.30m

洪水時（堤防・水門がない場合）

宍道湖（大橋川）からの水が松江堀川に流れ込

内水対策

宍道湖（大橋川）から流れ込む水を堤防 水門で

宍道湖
大橋川

宍道湖（大橋川）からの水が松江堀川に流れ込
み、松江堀川の水位が上がる。
⇒外水による浸水被害発生

宍道湖（大橋川）から流れ込む水を堤防・水門で
防ぎ、松江市街地に溜まる水を内水排除ポンプ
で宍道湖（大橋川）へ排水する。

松江堀川

宍道湖
大橋川

▽T.P.+1.30m

松江堀川

宍道湖
大橋川

水門 水位を下げる

▽T.P.+1.30m
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自己流氾濫と内水氾濫

短時間に自己流氾濫

水
門

短時間に
局所的に
降る雨

（ゲリラ豪雨）

自己流氾濫
支川から本川への自然排水が可能だが、流出量が流下能力を上回り氾濫する

門

川

本川

川

内水氾濫
本川水位が高く、支川から本川への自然排水が 難となり、支川流域で氾濫が発生する

広範囲に長期間降り続く雨

水
門

本川 支川
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